
第７回環境公開講座開催のご案内（2007 年度） 
 

 
 

 
 

 
第７回環境公開講座は、「アジア・太平洋水サミットと開発途上国の水不足問題」を

テーマに、千葉大学環境リモートセンシング研究センター教授 近藤昭彦氏に講演して

いただきます。 

21 世紀は地球温暖化とともに水資源の枯渇が世界的に大きな問題とされています。食

糧の６割を輸入している我が国は大量な仮想水を輸入し、食料輸出国に水の大きなイン

パクトを与えています。世界で水不足や汚染が酷くなれば日本にも大きく影響すること

になります。 

このような背景から、2007 年 12 月に大分別府市で第一回「アジア・太平洋水サミッ

ト」が開催されました。国連の報告書によると安全な水を飲めない人は世界で 12 億人

おり、そのうちアジア・太平洋地域で 60％の人が暮らし、トイレなどの衛生施設のない

人が世界で 24 億人おり、その 70％以上がアジア・太平洋地域で暮らしています。今回

の水サミットを機に、食糧とともに仮想水を大量に輸入している我が国は、きれいな水

を作ることで開発途上国に協力し、仮想水を途上国に還元することで貢献できないもの

でしょうか。今回は地球規模の視点から、前回のバーチャル・ウォーターに続きアジア・

太平洋地域の開発途上国の水不足問題についてご講演いただきます。多くの方の参加を

お待ちしています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 講師紹介 近藤昭彦氏 

専門：地理学・水文学 

昭和 55 年 千葉大学 理学部 地学科卒業 

昭和 60 年 筑波大学大学院博士課程地球科学研究科地理学・水文学専攻修了 

平成 7 年 千葉大学環境リモートセンシング研究センター助教授 

平成 16 年 千葉大学環境リモートセンシング研究センター教授 

◆日 時  ３月 15 日（土）午前 10～12 時（受付開始 9:30～） 

◆場 所  千葉市民会館 第３，４会議室 

◆テーマ  「アジア・太平洋水サミットと開発途上国の水問題」 

◆講 師  千葉大学環境リモートセンシング研究センター 

教授 近藤昭彦氏 

◆主  催   NPO 法人環境カウンセラー千葉県協議会 

◆参加費  500 円（資料代） 

◆定 員  45 名（先着順） 

◆申込先  NPO 法人環境カウンセラー千葉県協議会 

        FAX  043-489-8465 
        EC 千葉事業部 E-mailec_chiba_jigyoubu@yahoo.co.jp        

アジア・太平洋水サミットと 
開発途上国の水不足問題 


